
指名競争入札における委任状の記載について

原則、入札者は、指名通知を受けた本人となります。

ただし、委任状により第三者に委任した場合は代理人（受任者）による入札が可能となります。

ここでいう「委任状」とは、入札当日に対象案件の入札や見積に関するすべての権限を委任するもの（以下「入札当日の委任状」）を指します。

一方で、入札参加資格審査申請（指名願い）の際に、申請者が支店・営業所などの代表者に対して、見積・入札・契約・代金請求や受領などの権
限を委任するために提出する委任状（以下「申請時の委任状」）があります。

申請時の委任状が提出されている場合、入札の指名通知は支店・営業所の代表者（＝実際の入札者）に届きます。そのため、その代表者本人が入
札に参加する場合は、入札当日の委任状は必要ありません。

【例】「申請時の委任状」が、Ａ社代表取締役（本店）からＡ社伊佐支店Ｂ支店長への委任となっている場合

①指名通知を受けたＢ支店長が入札者として入札する場合は、「入札当日の委任状」は不要。

②Ｂ支店の社員等の第三者Ｃが代理人として入札する場合は、委任者をＢ支店長、代理人（受任者）をＣとする「入札当日の委任状」が必要。

１．委任者

住所は、指名通知を受けた事業所の住所を記載すること。

商号又は名称は、指名通知を受けた事業所の商号（支店等名称含む）を記載すること。

代表者職・氏名は、指名通知を受けた本人の職名、氏名を記載すること。

押印は、入札参加資格審査申請時に届け出た使用印鑑を押印すること。

２．代理人（受任者）

委任者から受任した代理人の個人又は会社の住所と氏名を記載すること。

件名は、指名通知書に記載してある工事名、件名のとおり記載すること。

押印は、代理人の個人の印鑑とすること。
本人確認のため、
運転免許証や名刺等を確認する場合があります。



落札された場合は代理人の押印いただきます。

代理人が入札する場合の記載例

代理人の個人又は会社の住所を記載

入札日
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代理人の個人印
※委任状と同一


